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面積表  算定式は、算出過程が分かるものとする。算出結果は、小数点以下第 1位までとし、第 2位以下は切り捨てる。
建築面積 （算定式） 建築面積

床 

面 

積

最上階 （算定式） 床面積の合計

基準階 （算定式）

1 　階 （算定式）

貸事務室Ａ及び貸事務室Ｂの合計床面積 1層当たり

㎡

× 　　層

㎡

㎡ × 　　層 ㎡ ＝

試 験 場
氏 

名
受験番号

※下記の欄には記入しないこと
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

（
こ
の
方
眼
用
紙
の
1
目
盛
は
、
5
㎜
で
す
。）

道　路　境　界　線
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最上階平面図　縮尺 1／200

1 階平面図・配置図　縮尺 1／200

南‒北断面図　縮尺 1／200

道
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線

南
　
側
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路
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線

北
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境
　
界
　
線

道
　
路
　
境
　
界
　
線

Ｎ

基準階平面図　縮尺 1／200（ 2 階平面図を記入する。）

G.L.

G.L.-20m
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Ⅱ　
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等

試 験 場 受　験　番　号 氏　　名

要求図面では表せない建築物の計画上の要点等について、次の⑴～⑺を具体的に記述又は図示する。

⑴　基準階（貸事務室Ａ、貸事務室Ｂ及び共用部）について、次の①、②の観点から配慮したこと
①収益性（レンタブル比に関する記述は除く。）や可変性

②快適性やテナント及び利用者の多様性

⑵　最上階（シェアオフィス、共用部及び屋上庭園）について、収益性や快適性、多様な働き方に対応可能な空間
づくりの観点から配慮したこと

⑶　採用した構造種別と、その構造種別を採用した理由（無柱空間とするに当たり工夫したこと及び耐震性や経済性
等について配慮したことも含む。）
採用した構造種別
（〇で囲む。）

木造　・　鉄骨造　・　RC造　・　SRC造　・　その他（　　　　　　　）

採用した理由（工夫したこと等）：

⑷　貸事務室Ａ及び貸事務室Ｂに採用した空調方式と、次の①、②の観点から配慮したこと

採用した空調方式

①設備スペース（室内機、室外機、配管スペース等）の確保

②貸事務室Ａ及び貸事務室Ｂの快適性

⑸　貸事務室Ａ及び貸事務室Ｂに採用した排煙方式と、その排煙方式を採用した理由及び配慮したこと
排煙方式
（〇で囲む。）

自然排煙　・　機械排煙　・　その他（　　　　　　　　　）

採用した理由及び配慮したこと：

⑹　省エネルギー及び二酸化炭素排出量削減について、次の①～③の観点から配慮したこと
①パッシブ技術

②アクティブ技術

③その他（創エネルギー技術、材料の選定等）

⑺　貸事務室Ａ又は貸事務室Ｂのペリメーターゾーンの断面詳細が分かる図やイラスト等（縮尺1/50程度、フ
リーハンドでもよい。）及び次の①～③のポイント（全て【イメージ図等記入欄】に記入する。なお、⑴～⑹に記述し
た内容やその他工夫した点を合わせて記入してもよい。）

①　建築計画上のポイント（天井高、床高、天井ふところ等の寸法及び内装仕上げ、外装仕上げ等を含む。）
②　構造計画上のポイント（柱、梁、床等の主要な構造部材（見えがかりも含む。）の断面寸法を含む。）
③　設備計画上のポイント（空調、換気、排煙、照明等を含む。）

【イメージ図等記入欄】


